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小学生 ・中学生 ・高校生の規範意識と関連する要因の分析

廣岡 秀 -1)・横矢 祥 代υ

An exploratory study for f■ nding factors affecting social norms

among elementary school,junior high school,and high school students

Shuichi Hm.oox^a, and Sachiyo Yorovl

本研究は、子どもの規範意識の実態を把握することと、日常生活に関する意識から規範意識が影響を受けて

いる関係を探ることを目的とした。二重県内の小学生 。中学生 ・高校生を対象に、日常生活で経験する可能性

のあることがらについての社会的ルールや規則に対する認知を調査した結果、学年が上がるにつれて規範意識

が低下すること、違法 ・暴力行動や迷惑行動に対する規範意識は、男子は学年が上がるほど低下するが、女子

は中 1～中2以降は低下しないということ、遊びや快楽を追求する行動に対する規範意識は女子の方が低いこ

とを見出した。さらに、日常生活に関する意識と規範意識の関連を検討したところ、小学生は、
一般的な大人

にポジティブなイメージを抱いているほど規範意識が高いこと、中 ・高生は、大人から自分の行動を正当に評

価してほしいと思っているほど規範意識が高いこと明らかになった。次に、学校で適応できていることが高い

規範意識につながること、中・高生は、友人関係が良好なことが規範意識にネガティブな影響を与える可能性

があること、さらに、友人関係が良好で学校に適応できていると感じていると規範意識が高いことが明らかに

なった。また、将来に見通しを持ち、自分の学習や社会的な活動に意味を見出していることが規範意識にポジ

ティブな影響を与えることが明らかになった。
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問題 と目的

文部科学省調査によると、二重県の暴力行為の発生

件数は、過去数年、常に上位に位置している。また、

最近の事件の特徴として、「ふつうの子」が突如とし

て暴力事件を起こすなど、問題行動が一般化 ・大衆化

していると言われている。このように多くの児童 ・生

徒が問題行動を起こす可能性があるのは、児童 ・生徒

が他者から期待される行動を遂行するために必要な規

範意識を内面化していない、もしくは教師や親、それ

らを取り巻く社会が期待する内容とは異なった独自の

規範意識を形成している可能性が考えられる。従って、

現代の児童 ・生徒の規範意識の実態を明らかにするこ

とは、学校教育のみならず、社会的にも重要な課題と

なるだろう。

そこで、本研究は規範意識を 「小学生 ・中学生 ・高

校生が 1日の生活において経験する可能性があること

がらについて、多くの人々が共有し、かつ暗黙のうち

に仮定している規則 (ルール・マナー・習慣 ・伝統)、

及びそれに関連する感情的反応、または行動的反応」

と定義し、以下の目的をもった調査研究を行った。

1.規 範意識の発達的変化と性差

規範意識の発達的な変化を調査した研究の多くは、

その変化を短い期間でしか検討していない。例えば、

原田 ・鈴木 (2000)や 小嶋 ・松田 (1999)で は、中学

1年生から3年生までの規範意識の変化を調査 してい
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的な中学生は、暴力や逸脱行動に対する欲求が高いこ

と、そのような行為は悪 くないと認識 していること、

「いじめ」と何らかの関わりがあること、実際に逸脱

行為をする可能性が高いことを明らかにし、学校から

の逸脱傾向と暴力や逸脱行為などの非行行為がかなり

関連 していると述べている。このように、学校生活に

関する意識が規範意識に影響を及ぼしていると考えら

れる。

中でも、児童 ・生徒の学校生活で最も重要な要因と

して、「自分には友だちがいる」と認知 していること

や 「その友だちとの関係が良好である」と認知 してい

ることが考えられる。家の人や先生などの大人から受

ける影響よりも友人から受ける影響の方が大きくなる

ことが青年期初期の中学生 ・高校生の特徴であると考

えると、彼らはただ単に善悪ではなく、友人との間の

ルールや価値観が優先 して判断する方向に強く動かさ

れる。また、中学生 ・高校生の青年期初期の特徴とし

て、自我を確立するために、親や先生など身近な大人

に一時的に反発することが発達の特徴だと考えると、

友人関係の良好さが大人に対する反発を増大させ、規

範からの逸脱行為に及んでしまうとも考えられる。

さらに小嶋 ・松田 (1999)は 、学校に適応的でなく、

友だちともうまくやっていけない孤立型の中学生は、

規範の崩れや加害、逸脱行為の各得点が高いというこ

とを明らかにしている。このことからも、学校での適

応と友人関係が規範意識に影響を与えていると考えら

れる。

以上のことから、規範意識と学校適応感 ・友人関係

との関係を明らかにする。

(3)生 活充実感

学校での勉強や先生や友人との関係、さらに家庭で

の楽 しさなど、それらを包括 して、全体的に生活が充

実 しているとの実感が持てるかどうかは、中学生や高

校生にとって、重要であろう。大野 (1984)は 、充実

感が青年期の健康的なアイデンティティに影響を与え

ているということを明らかにしている。このようなこ

とから、中学生 ・高校生の生活における充実感と規範

意識の関連についても検討すべきであると考えられる。

2-3.規 範意識と将来展望、社会考慮

青年期は、時間的展望の長さや広がりをもち、近い

将来のことだけでなく、遠い将来のことについても考

えることができるようになることや、現実的に将来の

ことを考えることができるようになることから、時間

的展望の獲得は重要な発達課題としてあげられている

(白井,1991)。 将来の展望を持つことができれば、

「今がよければいい」と目先の欲求や快楽を追求する

衝動的な行動をコントロールできるようになるのでは

ないかと考えられる。つまり、時間的展望の獲得は欲

求を追求するような行動に対する規範意識と何らかの

関連があるということである。将来の展望を持つとい

う要因が、進路や職業の選択を控えている中学生や高

校生にどって自己の確立に大きな影響を与え、また自

己の判断基準の発達にもつながるような非常に重要な

概念であると考えられる。

また、自己だけでなく、自分の所属する社会に対し

ても見通 しを持ったり、関心を抱いたりすることも重

要だろう。例えば、斎藤 (1999)は 、個人の生活空間

を 「社会」として意識できている社会考慮の高い人は、

「ルール ・マナー違反」に属する迷惑行動に対 して迷

惑認知が高いことを明らかにしている。また、吉田 ・

安藤 ・元吉 ・藤田 ・廣岡 ・斎藤 ・森 0石 田 ・北折

(1999)は 、社会考慮が高い人は、冠婚葬祭における

迷惑行動に対する許容度が低いということも明らかに

している。つまり、迷惑行動やマナー違反のような行

為を不快に感 じるには、社会というものを考えようと

する態度が必要であるといえよう。

以上のことから、規範意識と将来展望、社会考慮の

関係を明らかにする。

目的 2:本 研究は、子どもが普段生活 していく上で、

規範意識に大きな影響を与えるだろうと考えられる

8つ の要因 (「家庭での生活 ・近所の人との関わり」、

「家の人への期待」、「先生への期待」、「大人に対す

るイメージ」、「学校適応感」、「友人関係」、「将来展

望」、「生活充実感」)を 生活関連意識要因とし、規

範意識との関係を明らかにすることを第 2の 目的と

する。

方  法

調査対象 :三重県内の小学校 88校、中学校 74校、高

等学校 29校 に在籍する小学校 506年 生、中学校

1～3年 生、高等学校 1～3年生を対象に質問紙調査

を行った。質問紙の配付数、及び抽出率は Table l

の通 りである。

調査時期 :平成 16年 9月 7日 ～9月 17日

質問紙の構成 :①規範意識尺度 30項 目 (小学生は 21

項目)。「学校内規範意識」、「学校外規範意識」、「向

社会的行動」の 3つ の観点から構成。項目は、長崎

県教育センター (2002)、原田 ・鈴木 (2000)、関水

(2002)、高旗 ・國吉 (2001)、横塚 (1990)、菊池

(1988)を参考に作成 した。

②生活関連意識 52項 目 (小学生は30項 目)。「家庭で

の生活 ・近所の人との関わり」、「家の人への期待」、

「先生への期待」、「大人に対するイメージ」、「学校
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